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研究成果の概要（和文）：　チベット高原の環境保全と自然資源管理において不可欠な「被開発地域の人々の参与」を
問題関心として、従来現地アクターとしては看過されてきたチベット仏教僧院組織とその関連団体が果たしうる役割を
総合的に検討した。チベット高原の環境管理に外から関わる公的機関が近代的環境知を土台としているのに対して、牧
畜地域の民間の環境団体は、「仏教を通した環境認識」という自らの価値判断をもっており、それによって外部組織と
の様々な交渉に接続していることが明らかとなった。このことは、共産党と宗教勢力が相容れない関係にあると見る従
来の研究に対し、双方が協働しうる事例を環境・資源問題から提起したものとしてひとつの画期を成す。

研究成果の概要（英文）：This study examined comprehensively the role of Tibetan Buddhists' monastic organi
zation in the scheme of environment protection on Tibetan High Plateau.
Formerly, Monastic organization was regarded as useless factor for cooperating with political section, but
 this study focuses on their potential ability for resolving the grass-root level of environmental problem
 in their community. While the official institutions are using scientific environmental knowledge, the civ
il sector of environmental activity in the pastoral region has their own way of evaluation according to "t
he environment recognition through the Buddhistic perception", And this way of evaluation has become a bas
e articulated to the various negotiations with the external official institution.
 This example raised the collaboratable case for both of the Communist Party and religious groups, althoug
h this two different sectors are regarded as a conflicting relation in the previous study.
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１．研究開始当初の背景 

今日、中国政府は、改革開放以降の数十年

間で明らかになった西部辺境地区の環境被

害の深刻さから、辺境統治と資源開発のバラ

ンスを自身のレジームの根幹にかかわる問

題と位置付け、中央部と辺境部との格差是正

に向けた民族観光事業や生態保全事業の育

成に力を注いでいる。だがその基調はあくま

でも国家の主流をなす漢民族の側に視点を

置いた辺境統治の合理化論であり、「持続可

能な発展」を構想するうえで不可欠な、被開

発地域の人々をいかにして資源管理の能動

的主体として組み込むか、という重要な問題

は看過されている。 

チベット高原をめぐっては従来から欧米

の親チベット的国際世論が監視を続けてお

り、ASEAN など流域諸国からの水資源管理

に対する風当たりも強い。また現状では、地

方行政に携わる民族エリートと産業資本の

複合による開発独占が、地域の政治・経済に

おける辺境諸民族の主体的な地位を奪い、資

本投下に見合った波及効果を生み出せない

ばかりか、伝統的価値観への無思慮に根差し

た民族衝突などの紛争を生み出す契機とな

っている。 

以上のような経過をふまえ、チベット高原

特有の生態環境が持つ資源性に立脚した政

策提案には、観光経済の底上げの点でも、チ

ベットの領土主権をめぐる民族問題への対

処の点でも、より健全で真に持続可能な運営

に向けて必須となる当該地域住民の主体的

参加を促し、被開発地域における資源管理の

現地主導性を開拓するフレームワークの確

立が急務となる。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、環境保全をめぐって政

治・経済・社会にわたる複合的諸課題に直面

しているチベット高原の「持続可能な発展」

を構想するうえで不可欠な、被開発地域の

人々をいかにして環境保全の能動的主体とし

て組み込むか、という問題において、従来現

地主導のアクターとしては看過されてきたチ

ベット仏教僧院とその関連組織が果たしうる

役割について総合的に検討することにある。 

具体的には、アジア中央部の環境保全をめ

ぐって重要な位置づけにある黄河源流域の

牧畜村を対象として、当該村の家畜経営、お

よびこれに関わって環境荒廃に対処可能な

地域共同体の再構成を進める在地の宗教教

団の活動に密着し、辺境統治と文化政治が一

体となって織りなされる中国の資源管理レ

ジームの内側に、真に持続可能な互恵関係を

打ち立てる上で必要なフレームワークのあ

り方を考究する。 
 
３．研究の方法 

本研究は大きく、Ⅰ）現地での参与観察資

料の収集、Ⅱ）統計資料および歴史文献によ

る観察データの跡付け、Ⅲ）成果のまとめと

公表、という 3 つのプロセスで進められる。 

Ⅰ）にあたっては、申請者がかつてビジタ

ーとして在籍した中国甘粛省の西北民族大

学（2005 年～2006 年）との信頼関係に基づ

く支援を活用し、現地と事前に十分な折衝を

行うことで、外国人の住み込み調査が引き起

こすインパクトを最小限にとどめる。Ⅱ）に

ついても、同大学は黄河源流域の環境荒廃と

歴史研究に先駆的業績を有しており、文献研

究に最適のサポートが期待できる。Ⅲ）にあ

たっては、同大学の現地研究者と研究会合の

機会を持ち、客観的な意見を吸収することで、

より包括的な視点を組み込んだ成果の集約

を進める。 

 

４．研究成果 

 本研究では、環境保全をめぐって政治・経

済・社会にわたる複合的諸課題に直面してい

るチベット高原の「持続可能な発展」を構想

する上で不可欠な「被開発地域の人々の参



与」を問題関心として、従来現地アクターと

しては看過されてきたチベット仏教僧院組

織とその関連団体が果たしうる役割を総合

的に検討した。 

 各年度ではそれぞれ、1 年目：牧畜経営の

実態とコミュニティ構成原理の特性、2 年

目：環境荒廃に対処可能な地域共同体の再構

成、3 年目：僧院付属団体とそれ以外の外的

エージェントとの関係、を順次調査した。 

初年度は、調査地となる青海省ゴロク・チ

ベット族自治州ガッデ県のG郷における夏季

（8 月）と冬季（2 月）の 2 回の現地調査に

おいて牧畜経営の実態とコミュニティの構

成原理の特性を調査し、①牧畜経営の実態と

②コミュニティ構成原理について、「ルコル」

と呼ばれる世帯構造を基幹とする相互扶助

的な女性の家事労働と男性の畜群管理に焦

点を当てつつ、草原環境の長期保全を可能に

してきた伝統的民俗知と協働体系に関する

現地調査資料を収集した。 

2 年目は、前年の研究成果をふまえ、ルコ

ルを基幹とした現地主導の環境保全と資源

管理の実践について、①人為的な要因、②気

候変動による要因の二点に分け、G 郷生態保

全委員会が自主的に講じている具体的な対

策を調査した。その結果、冬虫夏草の採取過

剰による草地の後退、害虫によるヤクの死亡、

害獣の増加による土壌劣化、などの生活環境

問題に関して、委員会が独自に考案している

ルコル単位の生産調整と、仏教的な「不殺生」

や民俗的な「精霊信仰」の規範を内側に組み

込んだ文化的なルール作りが実際の草の根

の環境保全運動の実践において良好に機能

していることを確認した。また現地では、ル

コルを基幹としたリーダシップに基づく村

落会議の場に参与し、コミュニティ原理の動

員に付随して起こるローカルな資源管理主

体としての意識形成について聞き取りを行

った。 

そして最終年度には、 これまでの調査結

果を総括するため、僧院組織の活動と民間組

織の活動を統合的に照らし合わせる作業を

進めた。現地調査では、当該村の牧畜民有志

によって立ち上げられた環境団体である「コ

ルユグ・ツォクパ」の活動実践を中心に、実

際のコミュニティ・レベルの環境保全活動へ

の参与とメンバーへの聴き取りを行い、彼ら

の環境知識と地域の主導的僧院との関係を

まとめた。続いて、中央政府による辺境開発

の出先機関である環境保全局、および内地の

富裕層に支えられた国内NGOがこの地域で展

開する環境保全活動の実態についても調査

を行い、特にこれらの機関が当該村の草の根

環境団体に及ぼす財政的・政治的影響を、マ

イナスとプラスの二側面から検討した。 

以上の研究進捗により、公的機関や NGO

など、環境保護に関連する外部組織が近代的

環境管理の知識を活動の土台としているの

に対して、牧畜社会側のミクロな環境団体は

「仏教を通した環境認識」という自らの価値

判断を基礎として、外部組織との様々な交渉

に接続していることが明らかとなった。 

以上三か年にわたる調査・研究の進展から、

中央主導の辺境統治と資源開発の全体文脈

において、在地の牧畜民が自らのローカルな

環境知識を元に立ち上げる、生活圏内のミク

ロな環境・資源問題の解決に向けた行動論理

が、国家規模の環境主義体制の構築と矛盾し

ないものであることが明らかとなった。この

ことは、従来中国の国家政策と辺境部の宗教

文化とが相容れない関係にある、と捉えてき

た固定的な見方に対し、双方が協働しうる事

例を環境・資源問題から提起したものとして

画期的な意義を持っている。 
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